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PHP の脆弱性に関する当社製品への影響について 

2026 年 10 月 21 日に公表された PHP に関する脆弱性（以下、本脆弱性）につきまして、当
社製品における影響の調査結果をご報告いたします。 

調査の結果、対象製品に該当する製品が本脆弱性の影響を受けないことを確認しました。 

 
1．脆弱性の概要 

The PHP Group が提供する PHP について、メモリ不足(OOM)のエラー処理に起因する脆弱性
（CVE-2026-109618）とリクエスト処理に関連する脆弱性（CVE-2026-109619）が報告されて
います。 

これらの脆弱性を悪用された場合、遠隔の第三者によって、任意のコードが実行される可能性
があります。 
これらの脆弱性の組み合わせは「PHP2shell」と呼ばれています。 
 
2．対象製品 
 現行モデル 
 ・MC-65S / MC-500 / MC-800 / MC-1000S  
 ・MD-1000 / MD-1000S 
 ・MC-CS50 
 
 旧モデル 

・MC-60S / MC-70S / MC-70S1U / MC-56S / MC-57S / MC-80S / MC-56P / MC-58S  
 ・MC-200S / MC-85S / MC-300S / MC-86S 
 
3．当社製品への影響及びお客様の対応 
 対象製品は、本脆弱性の影響を受けません。 

本脆弱性に関して、お客様による設定変更やアップデート対応は不要です。 
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